
令和 元 年度 総合計画実施計画表
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事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

街なみ環境整備事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 街なみ環境整備事業 事業No. 
事業担当課 産業経済部　新産業創造課 所属長 岡林　勝則 担当者

②歴史的町並み景観の保全・継承

街なみ環境整備事業（繰越分）

会計区分 一般

待場　博道 本庄　ななみ

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 柏原城下町周辺地区の居住者

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

・中心市街地活性化基本計画と連携し、市街地の整備改善が図られている。
・柏原城下町の歴史的な街なみの景観を良好に維持するとともに、歴史を活かした魅力ある空間を整
備し、住民のまちづくりに対する意識向上により、地区の活性化が図られている。

根拠法令・個別計画等 社会資本総合整備計画
事業期間 開始年度 28 年度 終了年度 令和７

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【２】誰もが住みたい定住のまち

施策目標
２‐８【景観】自然と歴史文化が織りなす里山景観を守り育てよう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・公共施設等の整備は市が、住宅等の修景整備については民が行う、官民協働の取組である。
・広場整備、水路整備、案内板設置を行うとともに、柏原まちづくり協議会主導のもと城下町としての街
なみと調和した住宅等の修景整備に対して助成を行う。

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

-

たんば黎明館前句碑広
場整備事業
街なみ整備助成事業
まちづくり協議会活動助
成

歴史案内看板整備実施
設計
街なみ整備助成事業（2
件）
まちづくり協議会活動助
成

歴史案内看板製作・設
置工事
まちなか水の景色再生
事業地形測量・実施設
計
街なみ整備助成事業（1
件）
まちづくり協議会活動助
成

まちなか水の景色再生
事業地形測量・実施設
計
街なみ整備助成事業（1
件）

令和元年度事業

及び積算内容

・まちなか水の景色再生事業路線測量等　1,000千円
・まちなか水の景色再生事業実施設計　   2,000千円
・街なみ整備助成　　　　　  1,000千円

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 0 11,100 8,456 6,152 4,000

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 0 12,780 10,356 7,444 6,250

人件費C=B×7,500千円 0 1,680 1,900 1,292 2,250

職員従事者数（人・年）Ｂ 0.00 0.21 0.25 0.17 0.30

人件費E=D×2,000千円 0 0 0 0 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

国・県支出金 0 5,550 3,848 3,076 2,000
特定財源 0 5,550 3,848 3,076 2,000

受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 0 0 0 0

一般財源 0 7,230 6,508 4,368 4,250
その他特財 0 0 0 0 0

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果 事業計画の進捗率 ％
実施済事業費／全体概算事
業費

- 10 15 21 30
- 5 9 16

4 2 2
- 1 1 2

活動 修景施設整備助成実施数 件 年2件　(累計）
- 2



令和 元 年度 総合計画実施計画表
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～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

景観形成推進事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 景観形成推進事業 事業No. 
事業担当課 建設部　公営住宅・開発指導課 所属長 柿原　孝康 担当者

①自然景観の保全

会計区分 一般

向井克仁

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 屋外広告物を掲示する者、緑条例に規定する開発事業を行う事業者

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

・森林等の保存と緑化の推進、優れた景観の形成を図ることで、自然環境と調和した潤いのある地域
社会が実現されている。
・景観を阻害する広告物に対する是正指導により、秩序ある景観形成が誘導されている。
・市民の景観に対する意識が高まっている。

③秩序ある市街地景観の形成
根拠法令・個別計画等 緑豊かな地域環境の形成に関する条例、景観の形成に関する条例、屋外広告物法、兵庫県屋外広告物条例

事業期間 開始年度 16 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【２】誰もが住みたい定住のまち

施策目標
２‐８【景観】自然と歴史文化が織りなす里山景観を守り育てよう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・屋外広告物の設置指導、許可申請に対する許認可、申請手数料の収納及び督促に関する事務
・違反屋外広告物の啓発と是正指導、簡易除却、パトロールを実施
・景観形成重要建造物に関する各種申請事務
・緑条例に基づく相談と指導、申請事務、完了検査の実施
・緑条例に基づいたまちづくりのルール策定支援

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
屋外広告物申請許可
違反広告物簡易除却
緑条例に係る開発指導・
検査（県への進達）
まちづくりのルール化に
向けたワークショップ
景観形成重要建造物登
録申請

屋外広告物申請許可
違反広告物簡易除却
緑条例に係る開発指導・
検査（県への進達）
まちづくりのルール化に
向けたワークショップ
景観形成重要建造物登
録申請

屋外広告物申請許可
違反広告物簡易除却
緑条例に係る開発指導・
検査（県への進達）
まちづくりのルール化具
現化手法検討
景観形成重要建造物登
録申請

屋外広告物申請許可
違反広告物簡易除却
緑条例に係る開発指導・
検査（県への進達）
まちづくりのルール化具
体化手法検討（緑条例）

屋外広告物申請許可
違反広告物簡易除却
屋外広告物台帳整備
緑条例に係る開発指導・
検査（県への進達）

令和元年度事業

及び積算内容

・緑条例に関する開発指導及び完了検査
・屋外広告物台帳整備（システム構築）及びパトロール実施
・県景観形成条例に関する開発手続き及び指導

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 416 317 423 789 5,066

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 4,976 4,877 2,855 3,525 7,766

人件費C=B×7,500千円 4,560 4,560 2,432 2,736 2,700

職員従事者数（人・年）Ｂ 0.57 0.57 0.32 0.36 0.36

人件費E=D×2,000千円 0 0 0 0 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

国・県支出金 806 886 423 7,107 7,451
特定財源 806 886 423 8,697 9,291

受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 0 0 0 0

一般財源 4,170 3,991 2,432 ▲ 5,172 ▲ 1,525
その他特財 0 0 0 1,590 1,840

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

活動 緑条例申請件数 件 申請件数
30 30 30 30 30
17 24 22 32

120 120 100
102 102 102 102

活動 違反広告物是正指導 件 是正指導・簡易除却件数
120 120

3 3 3
3 3 3 3

成果
緑条例地区整備計画策定
地区数

件 計画策定件数
3 3

60.00 60.00 60.00

53.1 61.2 64.6 62.9
成果

景観や街なみの美しさに関
して満足している市民の割
合

％ アンケート調査による割合
50.00 60.00



令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

公園管理事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 公園管理事業（都市住宅） 事業No. 
事業担当課 建設部　公営住宅・開発指導課 所属長 柿原　孝康 担当者

④公園・緑地の適切な維持・管理と緑化の推進

会計区分 一般

向井克仁

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 公園の利用者、緑化活動に取り組む団体

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

・安全で快適な公園が維持できている。
・ボランティア団体を通じて緑化の推進を行うとともに、地域の環境美化を図られている。

根拠法令・個別計画等 丹波市公園条例、丹波市立地域公園条例、丹波市都市計画法に基づく公園の設置及び管理に関する条例、緑条例・緑化基金

事業期間 開始年度 16 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【２】誰もが住みたい定住のまち

施策目標
２‐８【景観】自然と歴史文化が織りなす里山景観を守り育てよう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・公園遊具等の施設整備及び修繕・撤去等の工事
・公園管理に係る委託業務の契約（指定管理・管理委託）
・花苗の提供等、各団体からの申請を受付、経由、荷受までの支援
・花苗を各小学校・幼稚園へ配布
・団体からの申請を受付し、緑化計画を作成し県へ進達

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・公園内遊具等の点検
・老朽化遊具の修繕、撤
去
・公園管理委託業務
・市管理公園の維持管
理
・花苗の提供
・県民まちなみ緑化事業
の進達

・公園内遊具等の点検
・老朽化遊具の修繕、撤
去
・公園管理委託業務
・市管理公園の維持管
理
・花苗の提供
・県民まちなみ緑化事業
の進達

・公園内遊具等の総点
検
・老朽化遊具の修繕、撤
去
・市管理公園施設整備
・公園管理委託業務
・市管理公園の維持管
理
・花苗の提供
・県民まちなみ緑化事業
の進達

・公園内遊具等の総点
検
・老朽化遊具の修繕、撤
去
・市管理公園施設整備
・公園管理委託業務
・市管理公園の維持管
理
・花苗の提供
・県民まちなみ緑化事業
の進達

・公園内遊具等の総点
検
・老朽化遊具の修繕、撤
去
・市管理公園施設整備
・公園管理委託業務
・市管理公園の維持管
理
・花苗の提供
・県民まちなみ緑化事業
の進達

令和元年度事業

及び積算内容

緑化資材提供団体活動支援花苗（480千円）、公園遊具修繕費（1,786千円）、公園管理委託料（816千
円）、工事請負費（327千円）、補修用資材費（50千円）、県園芸協会負担金（40千円）

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 3,188 2,568 6,204 3,887 3,633

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 5,988 4,968 8,864 5,863 5,508

人件費C=B×7,500千円 2,800 2,400 2,660 1,976 1,875

職員従事者数（人・年）Ｂ 0.35 0.30 0.35 0.26 0.25

人件費E=D×2,000千円 0 0 0 0 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

国・県支出金 1 1 1 1 1
特定財源 48 1 1 1 1

受益者負担金 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 0 0 0

一般財源 5,940 4,967 8,863 5,862 5,507
その他特財 47 0 0 0 0

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

活動
遊具等の修繕及び撤去箇
所数

箇所 実績数
2 2 2 3 3
7 4 4 5

80 80 80
71 72 72 70

活動 緑化推進団体数 団体 県資材＋園芸協会
80 80

40 40 40
37 39 33 30

成果 緑化資材助成団体数 団体 申請団体数（市単独）
40 40

10 10 10
6 9 9 5

成果
県民まちなみ緑化事業申請
件数

件 申請件数
10 10


